
市長メッセージ(陽性確認者の発生・拡大について) 

【令和２年１２月３１日発表分】 

 本日は、新たに陽性確認者１０名についてのご報告とお願いをさせていただきた

いと思います。 

 まず、新型コロナウイルス感染症に関し、本日、新たに１０名、京丹後市内で陽性

確認者が発生した旨、京都府からご連絡をいただきました。 

 今回の１０名の陽性確認者については、お一人を除き、これまでの濃厚接触者等

の関連検査を中心に、複数施設におよび確認されたものですが、必ずしも感染が

独立に広がって確認されている状況ではありません。 

 また、京都府により速やかに療養・入院等の手続き・措置が進められております

とともに、引き続き、感染者の確認に応じて、その都度、それに伴う追加的な濃厚

接触者の検査を、個別に行っていただいており、その結果を踏まえながら、今後と

も、市としましても、しっかり京都府と連携して、適切で速やかな対応に尽くしてま

いります。 

 なお、先般、ご報告しました弥栄病院の事例については、丁寧な手続きのもと、正

常化に向けた動きが進んでおり、このあと、市立弥栄病院 病院長からご報告を申

し上げます。 

つきましては、ぜひともにとお願いしていることですが、心を込めて繰り返しお

伝えをいたします。というのも、感染者、関係者を巡り、探し出し、誹謗、中傷、うわ

さ話などは決してやらない、ということです。市民の皆様には改めて、ぜひどうぞ

よろしくお願いいたします。 

誰も、すき好んで感染する方は決しておられません。ぜひご想像ください、ご自

身や関係者が感染されただけでもご心配ですのに、万一にもですが、周りの方な

どから中傷やうわさ話などの声が聞こえてくれば、それだけでどれだけご心労を

おかけしてしまうことになるのか。大切なまちの仲間に、万々一にもあるべきでな

い、あってはならない、ご心労、ご負担をおかけするようなことは、絶対にさけなけ

ればなりません。本市として全力でこのことからお守りするとともに、市民の皆様

にもそんなことから、ぜひ守ってあげていただきたいと心からお願いを申し上げ

ます。 

本市は、誹謗、中傷、人権侵害を決して行わない、まちのルール・条例を堅持する

まちです。そして、感染者の健康回復を市民みんなでご一緒に応援するまち。陽性



確認者、関係者の人権、普通に暮らしていくための人権、大切なこのことが決して

侵されないよう、行政としても全力でこのことを守り、ご支援をしてまいります。市

民の皆様にもどうぞよろしくお願いいたします。 

そして、私たちとして今、大切なことは、年末年始はもとより、どんなときでも、

どんな生活の場面の中でも、感染予防の重要性を常に自覚し、普段の生活の中で

より一層、感染予防をしっかり徹底することです。 

1.社会的距離の確保 

2.マスクの着用 

3.こまめな手洗い 

そして、３密（密閉、密集、密接）の回避、です。 

とりわけ年末年始、イベントなどでの外出は混雑を避け、必要に応じ時間調整な

どの工夫を行う、さらには、外出は体調と相談して判断する、普段からこまめな換

気と保湿に心がける、その上で全国では会食で感染が広がるケースも増えていま

す。飲食時の大声を控えるなどの予防エチケット、飲み会は 2時間までを目安とす

る、アクリル板などで 4 人以下の単位にする、そして、全体を通じて、とりわけ、高

齢者や基礎疾患のある方への一層厳格な配慮は、徹底的に行っていただきたいと

思います。 

 本日は、本年、令和2年のおおみそかとなりました。今年一年、本当にありがと

うございました。 

 引き続き、市民みんなで感染予防対策、その徹底に取り組み、一丸となってこの

難局を乗り越え、希望ある京丹後の豊かな発展に向け、一歩一歩前進をしてまい

りましょう！ 

令和２年１２月３１日 

京丹後市長 中 山  泰 

  



弥栄病院長からのメッセージ 

【令和２年１２月３１日発表分】 

当院では、12月 24日に入院患者様より新型コロナウイルス感染症の陽性を確

認し、27 日までに入院患者様 5 名、職員 1 名の陽性が確認されたことから、28

日 以降の外来診療、新規入院、救急診療につきまして制限をかけさせて頂いてお

りましたが、30 日には、京都府新型コロナウイルス感染症施設内感染症専門家サ

ポートチームの現地調査を受け、また丹後保健所他関係機関の指導を仰ぎながら

院内感染の防止強化に努めて参りました結果、現時点で、入院患者様及び職員か

らの新たな感染は、確認されていない状況です。 

以上の結果を受けまして、京都府医療保健当局との丁寧かつ慎重な協議も経て、

一部の予約診療及び産婦人科分娩対応と人工透析対応を除いて制限しておりまし

た当院の外来診療について、1 月 4 日（月）から通常診療を再開することといたし

ました。また、1 月 2 日（土）の休日当番医についても当初予定どおり当院で行い

ます。なお、引き続き制限しております新規の入院、救急診療につきましては、診

療環境整備を行ったうえで、再開時期を決定次第、別途ご案内いたします。 

患者様及び患者様のご家族様、地域の皆様には、多大なるご迷惑、ご心配をお

掛け致しましたこと、心よりお詫び申し上げます。 

引き続き関係機関と連携を図りながら、職員が一丸となり「新型コロナウイルス」

の感染防止に取り組み、一日も早く診療を全面再開できるよう努めて参りますの

で今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。 

令和２年１２月３１日 

京丹後市立弥栄病院 病院長 神谷 匡昭 


